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6導体送電線の開発

1 竃えがき
．直

当社の基蒋系統
送電

線には普通TACSR810mm
2

4導体が使用され
てい

る
が， この

4 導体を大束径

6導体
（

第1
図）とし， 線路 の低 イ ンダ

クク
ンス

化を計ると安定送電容量 が約
23％増加するため，

長距離大容量送電
に極め

て
有利と な る

。
このため

大束径 6 導体送電

線の開発を 目的と

して諸特性試験を

実施し， 良好な結

果を得 たの で
実用

T A C SR8 1 0吹4

化 すること
に

な

っ

た。

以下にその

内容

を 報告する 。

2 

試験項目
と

そ
の概要

(1
) コロ ナ雑音試

験

屋内試験場に6導
体

を架線
しコロ

ナ雑 音電圧

(RIV)
を測定

し
た

。実用送電線 の最大電位傾

度を考慮して

6
導体

と

4 導体 を比較 する と 6導体

のコ ロナ
雑

音レベル は
4導体よ り 充 分低 いこ と

を

確 認し た。

(2) サ ー
ジ

・ フ ラ

ッシオ ー
パ試

験

電力中央研究
所

UHV塩原実験
場

で6導体及び塔
体

を模
擬してサ

ー

ジ
・ フラッシ オー

パ

試験を行い，絶
縁

設計に反映 し得る

多くの

資 料 を

得

た。

写真1に
雷

イ./、 写
真

ー1 冒イ ンパルス ·
-,

=;

ッ
シ オ

ー
バ

ー
試

験

ハ ルス ・
フ ラ ッ シ'

オ ー パ試験の状況を示
す

。

試験 結果の要点を以下に列挙
する

。

の 雷イン パJレ ス および開閉イン

パ

Jレス ・
フ

ラ

ッジオー パ電圧は素導体間 隔
， 素導体数の相違

に

よ る影響 をほとんど受けない 。

（イ）
導 体一支持物間の間隔

とア ー
ク

ホ ー
ン間

隔

訟→〈[?:T ACSR 41 0
°

X4 

第1図 大束径6導体によ
る低

インダクタンス化

エ 務 計 画 部

の設計に つしヽては従来の絶縁協調の考え方を適用

でぎる。

(3
) 

微風振動試験

屋外試験線に， 6導体を架線し自然風のもとで

微風振動の様相を観測 した。

6導体の振動振幅は素導体がスペー サを介して

互い に 干渉し合 うので， 単導体の振幅の略府以下

と小さい。 この結果をもとに任意の線路における

発生振幅を予測すると， 平野， 河川横断又は着氷

雪荷重を考慮した極めて苛酷な径間でも特別な防

振対策は不要であるとの見通しを得た。

(4
) 

捻回復元特性試験

屋外試験線に6導体を架線してスペ ーサ間隔，

がいし金具などを変えて捻回抵抗モーメントを測

定した。 この結果6導体の捻回抵抗モーメントは

4導体の約10倍と極めて大きいため， 自然条件
下

での捻回の発生は考えられないことが判明した。

これから， 新 しい ス ペーサ取付間隔決定手法を導

入した結果
，

設 計の目途を得ることが出来た。

(
5) 

ギ
ャ

ロ ッ
ピン

グ ・サプスパン振動誤瀑[

写真2に示す試験線にて， 電線にD型断面の人

工着氷を取付け， ギ ャロッピング・サプスパン振

動の長期観測を行い電線の張力変動，振動振幅，

電線
ス

ペ
ー

サ ー
の

歪， がいし連に
加

わる繰返し荷重
な

どについて測定
し

た結果， 設計に
反

映し得る有益な
資

料を得ることが
出

来た。

3 
あとが

き

今回の研究に
よ

り得られた成果は

500
k

V伊勢幹 線

の
Jレ

ート上の竜
王

写真ー 2 ギャロ・ッピング ・
サ

ブスバン撮動鼠順
山山頂に建設さ

れ
た実証試験線における成果とともに伊勢幹線の実

設計に反映されてい
る 。

（技術開発G)
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